
第１２回日韓土砂災害防止技術会議の開催について（報告）

日本側

○砂防部砂防計画課
「日本における土砂災害対策」

○土木研究所
「九州北部豪雨による流木災害」

○国土技術政策総合研究所
「流砂観測機器を用いた土砂移動現象の実態把握について」

○砂防部砂防計画課
「国土交通省の評価システムと新規事業評価事例」

韓国側

○山林庁山崩れ防止課
「韓国の森林政策の紹介」

○山林庁山崩れ防止課

「韓国における地すべりの原因調査」

○国立山林科学院
「都市周辺地すべり早期警報システムのフィールドへの適用」

○山林組合
「韓国の地すべり脆弱地調査の現状」

行程

 11/14,15

紀伊山系砂防事務所管内視察

 11/16

砂防部長表敬

つくば研究施設視察

 11/17

日韓土砂災害防止技術会議

○ 日本・大韓民国の土砂災害対策に関する最新の動向について情報交換及び意見交換を行い、
今後の両国の砂防行政・技術研究開発に資することを目的に、2002年から定期的に日韓交互
に開催。

○ 第12回日韓土砂災害防止技術会議等を2017年11月14日〜17日に日本で開催。

○ 紀伊山系砂防事務所管内の深層崩壊の災害復旧状況や、大規模土砂災害対策技術センター
等の防災意識啓発のための取組やつくばの流木実験施設等を視察した後、近年の土砂災害の
状況や、警戒避難体制のあり方などについて、日韓双方の取組みの発表や意見交換を実施。

○ 今後も協力を継続していくことを書面により合意する予定。
※2017/11/16に韓国で発生した地震等により、山林保護局長等は欠席となった。

那智勝浦町長表敬訪問

会議状況

災害復旧現場（赤谷地区）視察

砂防部長表敬訪問

大規模土砂災害対策技術センター視察

日韓土砂災害防止技術会議 発表プログラム


